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１
月
８
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
に
お
い
て
、「
令
和

５
年
吉
備
中
央
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十
歳
を
迎

え
る
成
人
の
皆
さ
ま
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
が
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
、式
典
に
は
58
名
（
男
27
名
、

女
31
名
）
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
二
十
歳
を
迎
え
る
成
人
の
皆
さ
ま
に
贈
ら
れ
る
記
念

品
を
上う

え
だ田

陸り
く
と人

さ
ん
が
代
表
し
て
受
け
取
ら
れ
、
ま
た
、
代
表
と
し

て
難な

ん
ば波

茜あ
か
ねさ

ん
が
「
二
十
歳
の
誓
い
」
を
述
べ
、
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
旧
友
と
の
再
会
に
話
が
尽
き
な
い
様
子
で
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
二
十
歳
の
誓
い
」

�

代
表　

難
波　

茜
さ
ん　

　

本
日
は
、
二
十
歳
を
迎
え
た
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な

式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
山
本
町
長
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
よ
り
お
祝
い
や
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
出
席
者
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
本
日
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、

大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

無
事
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
優
し
く
、
時
に
厳
し
く
、

私
た
ち
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
方
々
、
共
に
学
び
合
っ
た
友
人
、
そ
し
て
私
た
ち
を
20
年
間
育
て

て
く
れ
た
家
族
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
５
年 

吉
備
中
央
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
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さ
て
、
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
昨
年
度
大
学
に
入
学
し
た
の
で
す
が
、
入
学
式
が
中
止
に
な
り
、
大

学
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
リ
モ
ー
ト
授
業
を
受
け
た
時
も
あ
り
ま

し
た
。
現
在
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
私
た
ち
は
強
く
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
誰
に
も
分
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
不
安
定
な
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
私
た
ち

な
ら
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
も
乗
り
越
え
て
行
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

７
年
前
、
私
た
ち
は
町
内
の
４
つ
の
中
学
校
が
統
合
し
た
吉
備
中
央
町

立
加
賀
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
時
と
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る

新
し
い
環
境
に
、
戸
惑
い
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
バ

ス
通
学
、
初
め
て
の
部
活
動
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス
替
え
。
加
賀
中
学
校
に

い
た
三
年
間
で
、
幾
度
と
な
く
訪
れ
た
初
め
て
の
経
験
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、出
会
え
た
仲
間
の
お
か
げ
で
す
。
共
に
励
ま
し
合
い
、

笑
い
合
い
、
時
に
は
本
気
で
ぶ
つ
か
っ
た
仲
間
と
の
時
間
は
、
私
に
と
っ

て
一
生
涯
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
仲
間
達
と
、
今
こ
う
し
て

二
十
歳
を
迎
え
、誓
い
を
共
に
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
二
十
歳
」
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
大
学
や

専
門
学
校
に
通
い
学
生
と
し
て
勉
強
中
の
者
や
、
す
で
に
就
職
を
し
て
仕

事
に
奮
闘
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
は

違
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
社
会
の
一

員
と
し
て
常
に
前
向
き
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
自
分
も
誰
か
の
支
え
に
な
る
よ
う
な
社
会

人
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、二
十
歳
と
し
て
の
決
意
を
忘
れ
ず
、

思
い
や
り
の
心
と
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず

生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
出
席
者
を

代
表
し
て
二
十
歳
の
誓
い
と
い
た
し
ま

す
。

�

令
和
５
年
１
月
８
日
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ままちちのの話話題題まちの話題

満百歳おめでとうございます

　12月10日、早
はやかわ
川安

やす え
ヱさん（上竹）が満百歳のお誕生日を迎えられ、県や町、町社会福祉協議会から

記念品やお祝い状が贈られました。早川さんは、手先がとても器用で、以前はセーターやチョッキなど
の編み物や折り紙などをよくされていたそうです。
　１月２日、宮

みや た
田章

あき こ
子さん（三納谷）が満百歳のお誕生日をお迎えられ、県や町、町社会福祉協議会か

ら記念品やお祝い状が贈られました。宮田さんは、花と読書が好きで、現在はクロスワードなどの脳ト
レをされているそうです。
　早川さん、宮田さん、これからもますますお元気にお過ごしください。おめでとうございます。

　石
いしはら
原智

さとる
さん（黒山）が瑞宝双光章（地方自治功労）

を受章されました。
　石原さんは、昭和29年９月に吉川村へ就職され、
昭和58年９月からは、賀陽町収入役として３期12
年にわたり、地方自治の発展と地域住民の福祉向
上に尽力されました。収入役として、豊富な経験
と知識をもって町財政の円滑な運営に貢献された
功績などが評価され、この度の受章となりました。
おめでとうございます。

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
（地方自治功労）を受章

12/1
　加賀中学校１年生の桑

くわむら
村海

み ほ
帆さん（吉川）が令

和４年度児童生徒人権啓発ポスターの中学校の部
で入選されました。この賞は、児童生徒の人権に
ついての理解を深めるとともに、県民一人ひとり
の人権意識の高揚を図るためのもので、総応募作
品24,496点の中から選ばれました。桑村さんは「入
選できて嬉しいです。世界のみんなが自分らしく
生きてほしいという願いを込めて描きました」と
述べられました。おめでとうございます。

令和４年度児童生徒人権
啓発ポスター入選

12/2

1/2
12/10

早
はやかわ
川　安

やすえ
ヱさん 宮

みやた
田　章

あきこ
子さん

　
満
百
歳
・
受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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ままちちのの話話題題まちの話題

岡山県FOS少年団連盟表彰を受賞12/11

山
やまもと
本　順

よりこ
子さん

　ロマン高原かよう総合会館で、退任された民生委
員児童委員（経験年数３年以上の委員）へ厚生労働
大臣感謝状および県知事感謝状が授与されました。
（敬称略）

県知事感謝状授与者（経験年数３年以上６年未満）
担当地区 氏　　名 経験年数

笹目・尾原 笹
ささだ
田　芳

よしお
夫 ３年

竹荘 廣
ひろた
田　幸

さちよ
世 ３年

田土 藤
ふじた
田　行

ゆきはる
治 ３年

宮地 妹
せのお
尾　　明

あきら ３年

厚生労働大臣感謝状授与者（経験年数６年以上）
担当地区 氏　　名 経験年数

上加茂 伊
い が
賀　幸

さちこ
子 ６年

小森 黒
くろだ
田　良

りょうすけ
典 18年

和田 日
ひうら
浦　英

えいこ
子 ６年

福沢・溝部 津
つしま
島　惠

けいこ
子 ９年

杉谷・粟井谷 湯
ゆあさ
浅　信

のぶこ
子 ９年

上竹 花
はなふさ
房三

み ち こ
智子 ６年

上竹 大
おおつか
塚　郁

いくお
夫 ６年

納地 山
やまさき
﨑　達

たつこ
子 ９年

豊野 土
ど い
居　一

いっせい
晴 ６年

竹荘 文
ぶんや
谷　　準

じゅん ６年

黒土 前
まえだ
田　恒

つねお
夫 ９年

北 岡
おかざき
﨑　達

たつお
雄 ６年

西 小
おぐら
倉　幸

さちこ
子 ６年

主任児童委員 石
いしい
井　靖

やすこ
子 15年

主任児童委員 土
ど い
居美

み え こ
江子 ６年

民生委員児童委員感謝状授与式12/20

　岡山県FOS少年団連盟より、山
やまもと
本順

よりこ
子さん（加茂市場）と片

かたやま
山紀

のりこ
子さん（下土井）が25年表彰、葛

くずはら
原宏

ひろ こ
子

さん（下加茂）が５年表彰を受賞しました。
　この賞は、多年にわたり、「友情（Friendship）」・「秩序（Order）」・「奉仕（Service）」のFOSの精神の
基で、FOS少年団のリーダーとして顕著な功績のあった個人・団体に対して贈られるものです。
　受賞された３名の方は、FOS少年団のリーダーとして、団の活動に積極的に参加され、団員の健全育成
にご尽力されています。
　また、山本さんと片山さんにおかれましては、町連盟の役員としてもご活躍され、連盟事業の企画･運営
にご協力をいただいています。
　今後もますますのご活躍を期待しています。おめでとうございます。

片山　紀
のりこ
子さん

かたやま

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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●Topics of the Town●

みんなおいでぇ福祉まつりin吉備中央町12/17
　ロマン高原かよう総合会館で「みんなおいでぇ福祉まつりin吉備中央町」が開催され、約200名の方が
来場されました。開会式典では、8020いい歯運動達成者表彰、社会福祉協議会の堀

ほりぐち
口修

おさむ
会長による会長

表彰、また、障害者等地域自立支援協議会の杉
すぎやま
山芳

よし こ
子会長による会長表彰が行われました。

　今年は「つながる心」をメインテーマに、吉備中央町の福祉PR動画「しあわせなら手をたたこう」の上映、
出演者のインタビュー、吉備高原小学校による福祉教育「ともに生きる」の実践発表を行いました。３年
ぶりの開催でしたが、吉備中央町の福祉について理解を深める機会となりました。
　なお、本式典で行われた表彰者は以下のとおりです。（敬称略）

吉備中央町社会福祉協議会　会長表彰
◆社会福祉法人　吉備健生会　吉備高原賀陽荘

　近
こんどう
藤　素

もとや
也　　仁

にざわ
澤　瑞

みずえ
恵

◆社会法人　アミカル　きびハイツ

　孝
こうもと
本かおる　　重

しげもり
森　知

ともこ
子　　中

なかむら
村　厚

あつこ
子　　平

ひらの
野　敦

あつこ
子

◆社会法人　千寿福祉会

・障がい者福祉施設　吉備高原清和荘

　加
か じ
治あづさ　　重

しげまつ
松　辰

たつや
也　　中

なかやま
山　瑠

る い
尉　　畑

はた
　　香

かおり

・グループホーム清和

　淺
あさき
木　和

いずみ
泉　　妹

せのお
尾康

こうたろう
太郎　　早

はやかわ
川　美

みはる
春　　藤

ふじさわ
澤　雅

まさこ
子

◆社会福祉法人　吉備の里　※（　）は事業所名

　冨
とみた
田　敦

あつこ
子（地域生活ホーム）　　山

やまもと
本　優

ゆうさく
作（なでしこ）

◆社会福祉法人　吉備中央町社会福祉協議会

　武
たけなわ
縄　和

かずひろ
弘　　難

なんば
波　裕

ひろみ
美　　𠮷

よしかわ
川　聖

せいじ
治

吉備高原小学校による実践発表

吉備中央町社会福祉協議会　会長表彰

8020いい歯達成者表彰
石
いしい
居　一

いちろう
郎　　石

いしい
井嘉

か ず こ
壽子　　石

いしい
井　甚

じんいち
市　　石

いしい
井　紀

のりゆき
之

上
うえむら
村　清

きよみ
美　　遠

おんべ
部　桂

けいこ
子　　 岡　怜

れいこ
子　　河

かわはら
原　宗

そうじ
知

草
くさ ち
地　博

ひろゆき
之　　文

ぶんや
谷　洋

ひろこ
子　　松

まつうら
浦美

み よ こ
代子　　三

みむら
村　和

かずえ
榮

� 他　匿名５名（50音順）

かたおか

※�障害者等地域自立支
援協議会会長表彰（障
害者週間人権標語入
賞作品）は、２月号
に掲載済みです。

8020いい歯達成者表彰

福祉PR動画出演者のインタビュー

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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ままちちのの話話題題まちの話題

　大和グラウンドゴルフ場で、第11回教育長杯グラウンド・
ゴルフ大会が開催され、老人クラブの
会員ら53名が参加しました。
　青空の下、選手たちはプレーを楽し
みながら交流を深めていました。
　なお、上位入賞者の結果は次のとお
りです。（敬称略）

　豊岡いきいきプラザで、みんなの集いが開催さ
れ、55名の地域住民が参加しました。
　今回は「健康寿命を延ばそう‥！！」をテーマに、
心身の機能が衰える状態を指す「フレイル」を予
防するため、吉備高原医療リハビリテーションセ
ンターの村

むらかみ
上達

たつろう
郎さんによる口腔が健康に与える

影響についての講演が行われました。
　また、町内福祉事業所による体操なども行われ、
参加者は充実した時間を過ごしていました。

　国立吉備青少年自然の家で野外交歓大会が開催
され、吉備中央町FOS少年団連盟からは５名が参
加しました。
　午前に行われたウォークラリーでは、みんなで
協力してコマ図を読み説きながらゴールを目指し
ました。また、午後の箸作りでは、上手にカンナ
でひのきの棒を削り、箸を完成させていました。
　後片付けも全員で協力して行い、FOSの精神で
ある友情・秩序・奉仕を養うことができました。

岡山県FOS少年団連盟
55周年記念野外交歓大会

12/11 豊岡地区
みんなの集い開催

12/3

吉備中央町老人クラブ連合会
「第11回教育長杯グラウンド・ゴルフ大会」開催

12/8

大会結果
第１位　難

なんば
波　照

てるえ
枝（宮地）…55打

第２位　菅
すがの
野　勝

かつみ
美（上竹）…58打

第３位　上
うえだ
田　榮

えいいち
一（岨谷）…58打

※�同打の場合は年齢の高い人が上位
になります。
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●Topics of the Town●

　岡山大学病院で、町のデジタル田園健康特区事
業の一環として超音波検査セミナーが開催され、
県南東部の救急救命士28名が参加しました。セミ
ナーでは、人型のシミュレーターを使って、実際
のエコー検査を体験しました。救急搬送時間を有
効活用するため、現在は法律で認められていない
超音波検査などを救急車内で実施できるよう救急
救命士の役割処置を拡大し、病院到着後の適切な
処置等につなげることを目指しています。

救急救命士のための
超音波検査セミナー開催

12/13
　老人保健施設ルミエールから、加賀中学校と大
和小学校へぞうきん約80枚が贈呈されました。こ
のぞうきんは、地域の貢献活動の一環として、施
設の利用者の方たちが心を込めて作成されました。
　加賀中学校の大

お お ば
場校長は「生徒たちのために、

入所者の方がぞうきんを作ってくださったのでと
ても嬉しいです。２学期の大掃除で活用させてい
ただきます。そして、コロナが収まったら交流を
行いたいです」とお礼を述べられました。

老人保健施設ルミエールから
近隣学校へぞうきんの贈呈

12/14

献　立
・町内産コシヒカリ100％使用のごはん
・�町内産備中牛を贅沢に使用した牛肉ご
ろごろビーフシチュー

・�円城白菜を使用したシャキシャキサラダ
・町内産ブルーベリーを使用したゼリー
・牛乳

スペシャルへそっぴーランチ

　町内の公立学校の児童生徒に「スペシャルへそっぴーランチ」
がふるまわれ、みんなで美味しく食べました。これは、児童生
徒に食への関心をさらに高めること、また郷土愛を育む機会と
することを目的に、町内の生産者の方が丹精込めて育てられた
食材を主に使用して、いっそう喜んでもらえるように作った特
別な給食です。また、給食を作ってくれている調理員の方々へ
の感謝の気持ちも再確認できる機会となりました。
　今後も定期的に実施していく予定です。次回も楽しみに待っ
ていてください。

12/15
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ままちちのの話話題題まちの話題

　町議会議場で、吉備中央町子ども議会が開催さ
れ、加賀中学校３年生９名が参加しました。これは、
模擬議会の体験を通じて、議会や町政との関わり
や町が直面する課題について考えるものです。当
日は、カフェやショッピングモール、アスレチッ
クやRVパークの新設案などの町の過疎化対策、
カーブミラーの設置や交通機関の整備、宿泊施設
等への廃校舎再利用や環境対策、地産地消や天空
都市としてのPR等について議論が行われました。

吉備中央町
子ども議会開催

12/22
　賀陽庁舎で寄付金の贈呈式が行われ、ダイニチ
株式会社加

か も
茂喜

よしひろ
啓代表取締役から寄付金10万円の

贈呈がありました。式では、加茂代表取締役が「４
月から工場が稼働し、順調に操業しています。町
とともに発展していきたいという思いで今回の寄
付をさせていただきました」と述べられた後、山
本町長からお礼の言葉がありました。
　本寄付金は、町の振興のために活用させていた
だきます。ありがとうございました。

ダイニチ株式会社から
ご寄付をいただきました

12/23

　子育て支援センターで、子育ての中に音楽を取
り入れることで豊かな子育てライフにつなげても
らおうと、「地域の音楽会vol.2（山名音楽事務所
監修）」が開催されました。今回は、レモングラス
や新見ウインドアンサンブルの音楽団体による楽
しい歌と演奏が盛りだくさんで、参加者はゆった
りとした時間を楽しんでいました。また、突如現
れたサンタクロースから、子どもたちに木の実の
手作りクリスマス飾りがプレゼントされました。

０歳から楽しめる音楽会
～第４弾～開催

12/17
　かもがわ総合スポーツ公園で、第５回ちびっ子
チャレンジ教室が開催され、町内の小学生と保護
者23名が参加しました。当日は、家庭にあるスト
ローやナイロン袋を使った凧作りを学び、凧に絵
を描くなど、保護者と一緒にオリジナルの凧を作
りました。児童からは、笑顔とともに「家でも飛
ばしてみたい」との感想をいただきました。また、
スタッフも楽しくアドバイスや手助けをすること
ができ、有意義な時間を過ごせました。

第５回
ちびっ子チャレンジ教室

12/17
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●Topics of the Town●

　化氣神社（案田）で、年に４回行われる祭事の
内の１つ「ヤレオイ祭」が行われました。これは、
鬼を「やれ追い出す」が語源となり、三苗、五苗、
六苗の３つに分かれた十七苗衆が集まる当屋祭で
す。今年は、三苗の實

さねとう
藤正

ま さ お
夫さん（高富）と六苗

の黒
くろ だ
田員

かずよね
米さん（小森）が当番を務め、太刀や獅

子舞、豆まき等の祭事が行われました。實藤さん
は「コロナが落ち着いて普段通りのお祭りが開催
されてほしいです」と述べられました。

化氣神社の苗
みょうしゅうさい

衆祭
「ヤレオイ祭」開催

1/10
　賀陽庁舎で、交通安全機器の寄贈式が行われま
した。式では、JA晴れの国岡山びほく統括本部の
中
なかむら
村正

まさよし
義常務理事から「有効に活用してください」

というお言葉とともに目録が手渡され、山本町長
が「おかげさまで、町内では悲惨な事故がありま
せん。今回も大切に使わせていただきます」とお
礼を述べました。寄贈いただいた夜光反射材等は、
地域の交通安全啓発に有効活用させていただきま
す。ありがとうございました。

交通安全機器寄贈式が
行われました

1/12

　吉川本地堂で開催された粥管祭りは、大釜に米
と小豆、そして印をつけた竹筒４本を入れて炊き
上げ、竹筒の中に入った米粒と小豆の数を数えて
農作物の出来を占う行事です。今年は、早稲の筒
に多くの米粒と初めて小豆が入ったため出来が良
く、中稲、晩稲、畑物は例年並みとなりました。
　吉川本地堂等文化財保存会代表役員の北

きた の
野恵

えしょう
祥

さん（吉川）は「地域の皆さんには、例年通り早
稲を多く植えてほしいです」と話されていました。

吉川本地堂粥
かゆかん
管祭り開催1/14

　賀陽庁舎で、岡山西税務署と連携して「e-Tax」
の申告講座を開催しました。これは、電子申告の
利便性を身近に体験してもらうためのものです。
　当日は、岡山西税務署の職員によるe-Taxの入力・
操作やマイナンバーカードを活用したマイナポー
タルとの連携などの説明後、実際にe-Taxでの申告
体験を行いました。受講者からは、「操作が簡単で
便利だと思う。これからもe-Taxでの申告をしてい
きたい」との感想をいただきました。

「e-Tax」申告講座
（スマホで確定申告）開催　・27

1/26
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役場からのお知らせ
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日　時 ３月16日㈭
午前９時～正午

会　場 豊野公民館 井原コミュニティ
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役場からの

お知らせ

軽自動車の手続きはお済みですか？
　軽自動車税種別割は、毎年４月１日時点で軽自動車等を所有（登録）されている方に課税されます。
　他人に譲った、廃棄した等、車の所有者でなくなった場合には、名義変更や廃車の届出をする必要が
あります。届出をされていない場合、実際は所有していなくても課税されてしまいます。
　また、新しく車を購入・譲り受けた場合も登録手続きが必要です。
　諸手続きを自動車販売店等に委託された方は、委託先に手続きの完了をご確認ください。
【申告窓口】

車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地３）
☎050-3816-3084（コールセンター）

軽二輪（125cc超250cc以下） 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地５）
☎050-5540-2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車
小型特殊自動車 住民課、加茂川総合事務所、各支所・出張所

　※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315
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乳がん検診・子宮頸がん検診のお知らせ
　町では、婦人科検診（集団）を下記の日程で実施します。実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策
として予約制（先着順）とさせていただきます。なお、定員に達しましたら予約を終了しますので、お早めにお
申し込みください。

予約先：保健課　☎0866-54-1326　予約開始日：３月28日（火）〜

集団検診 　※三密を避けるため受付時間を分散して実施します。

日にち 場　　所 受付時間
定員数

乳がん 子宮頸がん

４月24日（月）
長田ふれあいセンター 9：30～11：00 50名 50名
下竹荘公民館 13：00～14：30 50名 50名

４月25日（火）
大和公民館 9：30～11：00 50名 50名
吉川公民館 13：00～14：30 50名 50名

４月26日（水）
農村環境改善センター 9：30～11：00 50名 50名
かもがわ総合福祉センター 13：00～14：30 50名 50名

４月27日（木） ロマン高原かよう総合会館
9：00～11：00 60名 60名
13：00～14：30 50名 50名

４/27㈭の午前中は、会場にて託児を行います。希望される方は、４/20㈭までに事前に保健課へ予約してください。

【検診内容】� 実施機関：岡山済生会総合病院　　　年齢基準日：令和６年４月１日現在
検　診　名 子宮頸がん検診 乳がん検診（マンモグラフィ検診）
対象者年齢 20歳以上の女性 40歳以上の女性

検査料金
74歳以下 1,300円 1,500円
75歳以上 400円 　500円

持　参　品 受診票、検査料金または無料クーポン券（対象の方のみ）、べりーぐっどカード
※�受診票は、令和３～４年度に町の検診を受診された方に送付しています。受診票をお持ちでない方は、郵送し
ますので、保健課までご連絡ください。

個別検診
　６月１日～11月30日の期間に町が指定する医療機関で検診を受けることもできます。
　詳細は、３月に配布予定の保健事業ガイドブックをご覧ください。

○新型コロナウイルス感染症予防に十分配慮した上で実施しますので、以下の事項にご協力ください。
　・会場にて体温測定を行い、発熱等体調不良の場合は、受診を見合わせていただきます。
　・受診時は、手指消毒・マスクの着用をお願いします。

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

各種がん検診・健康診査を受けると、�
べりーぐっどカードに100ポイント付与（けんしん毎に）します。
集団検診の際は、会場にカードをお持ちください。
詳しくは、３月に配布予定の保健事業ガイドブックをご覧ください。

お
知
ら
せ

町のお店で利用で
きます。詳しくは、
町商工会ホーム
ページをご覧くだ
さい。
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役場からのお知らせ

犬の登録および狂犬病予防注射について
　生後91日以上のすべての犬（室内犬も含む）は狂犬病予防法により、犬の登録および狂犬病予防注射が義務付
けられています。
　必ず登録（生涯１回のみ）と予防注射（毎年１回）を受けてください。
※狂犬病は、犬からの感染が99%であり、今も世界中で年間推定59,000人が狂犬病で死亡しています。

１．集合注射を受ける場合
　�町では、毎年春に集合注射を実施しています。
　※日程表は、広報きびちゅうおう４月号でお知らせしますので、注射会場と時間をご確認ください。
　　すでに登録をされている飼い主の方へは、文書にて別途ご案内します。
　※日程表の会場であれば、どの会場でも受けられます。
　※当日、犬の体調がすぐれない場合は接種せず、臨時日または動物病院で受けてください。

料金
・新規登録の犬（１頭あたり）6,200円
　（登録料3,000円+注射料2,650円+注射済票交付手数料550円）
・登録済の犬（１頭あたり）3,200円
　（注射料2,650円+注射済票交付手数料550円）

　　※令和３年度に注射料金が改正されています。（参考：令和２年度までの料金2,500円）
　　※おつりのいらないように、ご協力をお願いします。
　　※必ず、犬を抑止できる方が連れて来てください。
　　※飼い主のマナーとして、フンの後始末をする道具を必ずお持ちください。

２．集合注射を受けられない場合

　集合注射を受けられない場合は、動物病院等で予防注射を受けてください。町外の動物病院で予防注射を受け
た場合は、注射後、住民課、加茂川総合事務所または各支所・出張所で手続きが必要です。

【新規登録の犬】�注射済証、注射済票交付手数料（550円）、登録料（3,000円）を持参し、住民課、加茂
川総合事務所または各支所・出張所で手続きをお願いします。

【登 録 済 の 犬】�注射済証、注射済票交付手数料（550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所または
各支所・出張所で手続きをお願いします。

※上記の手数料には注射料金は含まれていません。
　　注射料金は注射時に動物病院等に支払うことになります。

町内で狂犬病予防注射を受けることができる動物病院

　河内動物病院（吉川）　☎0866-56-7025または☎090-3179-7945

【次のような場合も届出が必要となります】
　１）犬 が 死 亡 し た と き…�登録を抹消する必要があります。住民課、加茂川総合事務所または各支

所・出張所に届け出てください。
　２）犬を譲渡（譲受）したとき…�新しい飼い主が住む市町村の窓口に届け出てください。
　３）飼い主が転居したとき…�転居先の市町村の窓口に届け出てください。

お問い合わせ先 　住民課　生活環境班　☎0866－54－1316
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県内から21通、県外か

ら49通の合計70通の年賀
状が届いたよ！
　今年も吉備中央町の魅力を
たくさん知ってもらえるよ
うに頑張るぞー！

ありがとう！
さんくた

お問い合わせ先 　企画課　公聴広報班　☎0866－54－1314

お問い合わせ先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

令和５年度
ピオーネ栽培実習の受講者募集について

　令和５年度ピオーネ栽培実習の受講者を募集します。実習では、備前広域農業普及指導センターの
職員が芽かき・誘引・ホルモン処理等、ピオーネの基本的な栽培技術の指導を行います。
　これからピオーネ栽培に取り組もうという意欲のある方のご応募をお待ちしています。

対 象 者 　町内在住または在勤の方（将来的に町内で農業をされる方）

募集人数 　15名

実施回数 　年10回　※初回は５月上旬を予定

実施場所 　�吉川2733-1　吉備中央農業公社ピオーネ園

参 加 費 　無料

申込締切 　令和５年３月22日（水）

お申し込み・お問い合わせ先　　農林課　農業振興班　☎0866－54－1318

の年賀状年賀状ささんんくくたた
ありがとう！ありがとう！

　１月から、町のPR動画を作成しています。企画、
出演、撮影、編集等すべての工程を町の有志の職
員で行っています。
　「吉備中央町」を多くの皆さまに知っていただ
きたいとの思いで、日々さまざまな案を出し合い
ながら奮闘しています。
　作成する動画は、YouTubeなどの動画投稿サ
イトに随時掲載していきますので、ぜひご覧くだ
さい。

の　　  動画を作成している？PR町町町町 やってるよ！

町公式
YouTubeは
こちらから！
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ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　「
三 

光
」

	

人　
七
福
神
の
だ
れ
か
に
に
て
る
父
の
か
お�

石
井　
梨
結

	

地　
福
笑
い
パ
ー
ツ
に
一
つ
マ
ス
ク
足
し�

貝
原　
希
美

	

天　
笑
い
声
集
ま
る
わ
が
家
福
日
和�

大
倉　
桜
斗

一
般
の
部

　「
佳 

吟
」

	

　
　
手
足
ま
だ
動
け
る
気
配
福
わ
ら
い�

中
山　
文
恵

	

　
　
心
地
よ
い
我
が
家
へ
ど
う
ぞ
福
の
神�

松
田
恵
美
子

	

　
　
今
年
こ
そ
平
和
の
福
が
来
て
ほ
し
い�

大
月　
厚
子

	

　
　
逆
境
も
チ
ャ
ン
ス
伺
い
福
と
な
す�

沼
本　
典
子

	

　
　
老
夫
婦
喜
怒
哀
楽
で
福
を
待
つ�

井
上　
　
勇

　「
三 

光
」

	

人　
前
向
き
に
生
き
て
れ
ば
こ
そ
福
を
得
る�

中
川　
貞
子

	

地　
来
し
方
の
禍
福
紡
い
で
「
幸
齢
期
」�

清
本
え
つ
子

	

天　
幸
福
は
対
の
湯
飲
み
に
あ
る
茶
渋�

藤
澤　
照
代

春
風
に
溶
け
ゆ
く
雪
の
す
き
間
か
ら
頭
の
ぞ
か
せ
育
つ
草
花�

森
岡　
正
義
（
小
六
）

葉
を
落
と
し
冬
を
の
り
き
る
木
々
達
に
と
ま
る
小
鳥
の
す
ん
だ
さ
え
ず
り

�

森
岡　
玲
圭
（
中
一
）

凍
て
つ
い
た
布
団
暖
め
寝
た
子
ら
を
脇
に
追
い
や
り
添
い
寝
と
言
い
訳�

森
岡　
能
佳

か
そ
の
里
灯あ

か
りの

つ
か
な
い
家
が
ふ
え
夜
が
さ
び
し
い
犬
の
遠
ぼ
え�

国
只
由
紀
子

翁
ら
が
作
り
し
門
松
見
上
げ
を
り
こ
の
地
区
な
ら
で
は
の
無
形
の
財
だ
よ�

難
波　
良
子

い
つ
の
間
に
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
や
ら「
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
で
」な
ん
て

�

　
河
内　
晶
子

小
肥
り
の
老
人
今
朝
も
散
歩
せ
り
笑
顔
優
し
く
生
き
生
き
と
し
て�

小
神　
桂
子

美
江
ち
ゃ
ん
よ
人
望
一
目
瞭
然
と
通
夜
の
人
な
み
ひ
き
も
き
ら
ず�

中
山　
文
恵

＊３月の課題は「涙」、４月の課題は「歩く」です。
　投句の方法…はがきに２句以内、住所・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちしてい
ます。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総合
福祉センター）へ５首までを持参。
合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
令
和
５
年
１
月
秀
句　
題
「
福
」�

（
津
賀
公
民
館
）

３月の公民館主催行事をお知らせします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。公民館コーナー

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

３月４日㈯ 吉備高原 今日からすっぴん美人 午前９時～12時　顔のエステ お悩み相談
無料　定員３名限定　要予約

３月６日㈪ 津　賀 女性のための東洋医学講座 午前10時～　要予約

３月７日㈫ 津　賀 ひざ腰肩痛み改善教室 午後１時30分～
参加費200円　飲み物　屋内シューズ

３月24日㈮ 吉備高原 東洋医学のお話の会 午前10時～11時
南部住区自治会館　無料

３月28日㈫ 円　城 ヨガ教室 午前10時30分～11時30分
参加費500円　あればヨガマット

３月28日㈫ 豊　野 プリザーブドフラワー教室
～香水瓶を表現、フラワーパフューム～

午後１時30分～
材料代実費　はさみ　ピンセット

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1557　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974
吉備高原公民館　☎0866－56－7330
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「
お
か
ー
さ
ん
、
も
う
一
回
読
ん
で
。」

　
娘
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
頃
、
寝
か
し
つ
け

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
代
わ
り
に
私
の
日

記
を
読
ん
で
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
日
記
帳
は

娘
を
妊
娠
し
た
時
か
ら
つ
け
て
い
る
我
が
子

の
成
長
記
録
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
全
部
で

六
冊
あ
る
。
産
婦
人
科
の
超
音
波
で
小
さ
な

小
さ
な
心
臓
が
ピ
ク
ピ
ク
動
い
て
い
る
の
を

初
め
て
見
た
日
の
こ
と
。
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
る
お
腹
。
ど
ん
ど
ん
重
た
く
な
る
体
重
管

理
に
苦
労
し
つ
つ
、
ど
う
し
て
も
食
べ
た
く

て
こ
っ
そ
り
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
出

産
直
前
の
日
の
こ
と
。
陣
痛
が
始
ま
り
出
産

を
迎
え
た
こ
と
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
に
戸
惑
い
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
の

日
々
。
初
め
て
し
ゃ
べ
っ
た
言
葉
は
「
イ

ヤ
ー
」。
お
宮
参
り
、
お
食
い
初
め
、
一
歳
の

誕
生
日
。
特
別
な
日
だ
け
で
は
な
く
、
些
細

な
日
常
の
風
景
が
写
真
と
と
も
に
綴
ら
れ
て

い
る
。
娘
は
、
自
分
が
生
ま
れ
た
日
の
こ
と

や
小
さ
か
っ
た
頃
の
話
を
聞
き
た
が
り
、
こ

の
日
記
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
何
度
も
ね
だ
っ

た
。

　
我
が
家
は
、小
学
校
六
年
生
に
な
る
娘
と
、

専
業
主
夫
の
夫
と
、
私
の
三
人
家
族
だ
。
息

子
も
い
る
が
今
は
家
を
出
て
い
る
。
私
と
主

人
の
年
の
差
は
二
十
五
歳
。
そ
の
た
め
、
娘

が
生
ま
れ
た
時
に
は
主
人
は
定
年
退
職
を
迎

え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
仕
事
を
辞
め
て
、
さ

あ
こ
れ
か
ら
の
ん
び
り
過
ご
そ
う
か
と
い
う

時
に
、
主
人
の
子
育
て
が
再
び
始
ま
っ
た
。

娘
の
お
む
つ
を
換
え
、
離
乳
食
を
作
り
、
家

族
の
食
事
の
支
度
を
す
る
。
仕
事
の
忙
し
い

私
に
変
わ
っ
て
、
保
育
園
の
送
り
迎
え
も
し

て
く
れ
た
。

　
娘
を
出
産
す
る
に
当
た
り
、
私
に
は
心
配

な
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
つ
か
、
娘
が
十
歳
く

ら
い
に
な
り
、「
な
ぜ
う
ち
の
家
族
は
お
友
達

の
家
族
と
違
う
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に

気
づ
い
た
時
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
思
春
期
を
迎
え
た
娘
が
「
お

父
さ
ん
が
仕
事
を
し
て
い
な
い
こ
と
」「
お
友

達
の
お
父
さ
ん
よ
り
ず
っ
と
年
を
取
っ
て
い

る
こ
と
」
に
つ
い
て
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
夫
婦
は
自
分
た
ち
の
生
き
方
を
選
べ

る
が
、
生
ま
れ
て
く
る
我
が
子
に
は
親
を
選

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
つ
か
普
通
の
家
族

と
は
違
う
我
が
家
の
環
境
に
嫌
な
思
い
を
す

る
日
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
気

持
ち
を
密
か
に
抱
き
続
け
な
が
ら
ず
っ
と
子

育
て
を
し
て
き
た
。
そ
ん
な
戸
惑
い
が
克
明

に
日
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

�

保
育
園
入
園
の
書
類
で
、
ど
ん
な
子
供
に

育
っ
て
ほ
し
い
か
を
聞
か
れ
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
考
え
て
「
自
己
肯
定
感
の
あ
る
子

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ

の
家
に
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
今
は
知
ら
な
い

人
に
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
散
歩
楽
し
い

ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、「
お
父
さ
ん
だ

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
け
れ
ど
、
き
っ
と

早
か
れ
遅
か
れ
、
ど
う
し
て
自
分
の
お
父

さ
ん
は
み
ん
な
の
お
父
さ
ん
よ
り
歳
を

と
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
ん
て
考
え
る
日

が
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
も
胸
を

は
っ
て
「
私
の
お
父
さ
ん
」
と
言
え
る
子

で
い
て
ほ
し
い
。
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、そ
の
た
め
に
、

今
、
私
た
ち
が
し
っ
か
り
と
愛
情
を
注
ぐ

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
毎
日
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。

　
改
め
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、懐
か
し
い
。

一
生
懸
命
に
子
育
て
を
し
て
き
た
時
間
の
積

み
重
ね
が
、
本
当
に
宝
物
だ
と
思
え
る
。
本

当
に
些
細
な
こ
と
ば
か
り
で
、
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
初
め
て
○
○

で
き
た
こ
と
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
出
来
事
が

我
が
家
の
大
切
な
宝
物
だ
。

　
今
、
そ
の
娘
も
思
春
期
真
っ
た
だ
中
だ
。

昔
か
ら
感
受
性
の
強
い
子
だ
っ
た
が
、
わ
が

ま
ま
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
父

さ
ん
の
言
う
こ
と
な
ん
か
ち
っ
と
も
聞
き
や

し
な
い
。
い
っ
ぱ
し
の
大
人
の
よ
う
な
口
を

き
く
。「
な
ん
で
お
母
さ
ん
、日
記
つ
け
る
の

や
め
た
ん
よ
。」
仕
事
が
忙
し
く
な
り
、小
学

校
に
入
学
し
た
こ
と
に
安
心
し
、
つ
い
筆
が

遠
の
い
て
し
ま
っ
た
。
日
記
は
六
冊
目
の
途

中
、
小
学
校
一
年
生
の
八
月
で
終
わ
っ
て
い

る
。
も
う
自
分
で
覚
え
て
お
け
る
か
ら
ま
あ

い
い
か
と
言
い
訳
し
つ
つ
、
申
し
訳
な
い
気

持
ち
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
つ
か
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
「
お
父
さ
ん
は
ど
う
し
て
お
仕
事
行

か
な
い
の
？
」
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
早
く

に
来
た
。
小
学
校
四
年
生
く
ら
い
か
な
あ
と

想
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
Ｘ
デ
ー
が
来
た
の

は
、
娘
が
四
歳
の
時
だ
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
が
ず
っ
と
家
に
い
て
、お
父
さ
ん

が
お
仕
事
い
け
ば
い
い
の
に
。」

　
「
え
っ
。」

　
「
あ
あ
、
で
も
、
お
母
さ
ん
が
お
う
ち
の
畑

の
お
世
話
を
し
な
い
と
い
け
ん
か
ら
、
だ
め

か
。
お
母
さ
ん
虫
嫌
い
じ
ゃ
も
ん
な
。」と
一

人
で
勝
手
に
答
え
を
出
し
て
、
一
人
で
勝
手

に
納
得
し
て
い
た
。
昔
か
ら
物
わ
か
り
の
よ

い
子
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
娘
の
荒
れ
狂
う
思
春
期
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
日
記
も
や
っ
ぱ
り
つ
け
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
の
か
も
と
思
い
直
し
な
が
ら
、
今
日

も
我
が
家
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
令
和
３
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
藤
森　
紀
子
さ
ん
の

「
我
が
家
の
宝
物
」を
紹
介
し
ま
す
。

 

我
が
家
の
宝
物

　
　
加
賀
中
学
校
保
護
者

�

　
藤ふ

じ
も
り森　

紀の
り
こ子

さ
ん
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　こんにちは、六反です。昨年の10月から開催していました“岡山まんなか吉備中央町スマホdeスタンプラリー”
が今年１月の特典応募も締め切りを迎え、無事終了となりました。
　改めまして、スポットに協力していただいた皆さま、イベント告知に協力していただいた皆さま、そしてスタ
ンプラリーに参加してイベントを盛り上げていただいた皆さまに感謝申し上げます。
　今回は、前回の参加者の感想や意見を参考に、期間の延長、スポットの増加など、パワーアップを目指し、新
しいことにチャレンジしました。想像を超えた作業量など苦労もありましたが、今回の参加者の声にダイレクト
に反応があり、成果を感じることができました。また次の開催時も、皆さまの声に耳を傾け、より楽しんでいた
だけるイベントになるよう努めてまいります。次回のイベントも町外はもちろん、町内の方にも、もっと参加し
ていただけるようなイベントにしていきたいと思っていますので、引き続き、皆さまのご支援とご協力をくださ
いますようお願いします。

地域おこし協力隊便り Vol.

94

スマホdeスタンプラリー2022開催終了のご報告

　スタンプラリー用のマップですが、スポット41カ所の情報が
載っています。
　まだ在庫がありますので、配布可能です。ご希望の方は、吉備
中央町観光協会☎0866-56-7100（きびプラザ１F/ロクタン）
までお問い合わせください。
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デザイン
　スマートな観光ガイドを目指して

特集ページ
　町の魅力を伝える

旧HPより明るくシンプルなデザインになりまし
た。
トップページの背景では、吉備中央町企画課が作
成した町のPR動画を流し、視覚から直感的に魅力
が伝わるように工夫しています。

新たに設けられた「特
集」ページでは、吉
備中央町で特筆すべ
きテーマに沿った記
事をご覧いただけま
す。「ブッポウソウ」
や「円城白菜」に「重
森三玲」など、町の
シンボルが分かりや
すくなりました。内
容は今後も追加され
ていきますので、ど
うぞお楽しみに。

スポット検索
　観光スポットを調べよう おわりに…

「スポット」ページで
は、吉備中央町内の観
光スポットを検索でき
るようになりました！
地図から直接選択した
り、“カテゴリ”や“エ
リア”などの検索条件
で絞ったり、ハッシュ
タグで似たスポットを
一覧表示したり、使い
方はいろいろ！ユー
ザーのニーズに寄り
添った検索結果が表示
されます。

今後もコンテンツをアップデートしていき、さ
らに魅力ある観光ガイドにしていきたいと思い
ます！ぜひ一度、新しくなった観光協会HPをの
ぞいてみてください！

　こんにちは、須山です！今回は、協力隊がチームとなってプロジェクトを担当し、リニューアルした吉
備中央町観光協会のホームページ（以下HP）についてご紹介します。
　昨年７月に観光協会の一般社団法人化に伴い、HPのリニューアル企画が持ち上がり、より使いやすい
サイトになるようユーザー目線でのデザイン・コンテンツの開発を進めてきました（私も途中からチーム
に参加しています）！そして、2023年１月に無事公開となりました！一新されたサイトのデザイン・機
能の一部は、以下のとおりです。

旧 新

観光協会の
HPはこちら！

インスタグラムでも
紹介しています！

観光協会ホームページがリニューアル!!
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図書館発！おすすめ本
★�「あれ？あのお知らせどこにやっ
たっけ？」「この書類いる？！」っ
て思うこと、ありませんか？

『人生が変わる 紙片づけ！』
石阪 京子／著 ダイヤモンド社

　手紙に広告、レ
シート、取扱説明
書、書類に古い写真や子供のプリント…。紙は日々溜
まっていくばかり。でも何を捨てればいいか分からな
い…。
　これを読めば瞬時に要不要の判断ができ、どう片づ
ければ良いのか教えてくれます。
　５秒でサッと取り出せる環境にしませんか？

　1930年代、労働者の尊厳が失われ、機械の一
部のように働く世の中を風刺したチャップリン
の喜劇。
　製鉄工場で働くチャーリーは、スパナを両手
に、ベルトコンベアーで送られてくる部品のネ
ジを締めていた。それは徐々にスピードを増し
て…。

場所 �ロマン高原かよう�
総合会館多目的ホール

日時 �令和５年３月25日㈯�
14：00～15：30

土曜シネマ（要申込）

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵　
　
本

ぐいーん！こうしょさぎょうしゃ
にじいろのさかなとおはなしさん
にらめっこ だいこん

鈴木まもる／偕成社
マーカス・フィスター／講談社
わびみよ／ひかりのくに

そらのゆうびんやさん
おばけトリックアート２ たんけん！おばけじま
ラッキーカレー

くまくら珠美／理論社
グループ・コロンブス／あかね書房
シゲタサヤカ／小学館

児
童
書

しあわせ動物園 スゴイ飼育員の本当の話
ウルトラマン大図鑑ハイパー
チャコという犬がいた

片野ゆか／ポプラ社
株式会社バンダイ／ポプラ社
たなかちづみ／みらいパブリッシング

正解のない問題集　道徳編
エムバペ　神速のストライカー
えんぴつはだまってて

池上 彰／Gakken
イアン・スプラッグ／KADOKAWA
あんずゆき／文溪堂

一
般
実
用
書

発達障害の人が見ている世界
実家じまい終わらせました！
聞き書き 世界のサッカー民

岩瀬利郎／アスコム
松本明子／祥伝社
金井真紀／カンゼン

脳梗塞の再発を防ぐ 退院後の生活を支える本
切手デザイナーの仕事
和紙の包み折り

岡田 靖／NHK出版社
間部香代／グラフィック社
岡田郁子／ブティック社

一
般
読
み
物

黒石　新宿鮫Ⅻ
貸本屋おせん
シロかクロか、どちらにしてもトラ柄ではない

大沢在昌／光文社
高瀬乃一／文藝春秋
金井美恵子／平凡社

ジャクソンひとり
連鎖
そして、よみがえる世界。

安堂ホセ／河出書房新社
黒川博行／中央公論新社
西式 豊／早川書房

かもがわ図書館
☎0867－34－1115
ロマン高原かよう図書館
☎0866－54－1331

新着図書
案内

2023年３月
日 月 火 水 木 金 土

■休館日	 	 	 	 1	 2	 3	 4

	 5	 6	 7	 8	 9	 10	 11

	12	 13	 14	 15	 16	 17	 18

	19	 20	 21	 22	 23	 24	 25

	26	 27	 28	 29	 30	 31

図
書
館
だ
よ
り 

３
月
号

出
会
い
の
扉髙杉さんの幼少期の体験をもとに制作された作品

には、山里の風景が広がっています。

来館の方からは「素晴らしい！正月からいいものを見せてもらった」「元気をもらった」「お話を聞き
たい」など、大絶賛の声が寄せられました。

竹
細
工

�

髙た
か
ず
ぎ杉

　
龍た

つ
み美 

氏
（
上
田
西
）

「モダン「モダン・・タイムス」タイムス」

竹細工を始めて12
年になるという髙杉
さん。昆虫の体が形
になるまでに２年か
かったそうです。

かわいいネズミのチュー太郎が、も
ちつきをしたり、虫取りをしたり…
と大活躍。
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年
金
相
談

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金

請
求
手
続
等
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構

高
梁
年
金
事
務
所
の
相
談
員
が
お
答
え
し

ま
す
。

●
日　
時

　
３
月
16
日
㈭

　
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
30
分

●
会　
場

　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
15
日

㈬
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す

（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－

２
１

－

０
５
７
０

　

�

自
動
音
声
案
内
①
番
を
選
択
し
た
後
、

②
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

町以外からの

お知らせ

Info
rmation

年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支
援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実
施します。

対象となる方
◆老齢基礎年金を受給している方
　以下の要件をすべて満たしている必要があります。
　  65歳以上である。
　  同一世帯の全員が市町村民税非課税となっている。
　  前年の年金収入額とその他の所得額の合計が881,200円以下である。
◆障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　以下の要件をすべて満たしている必要があります。
　  前年の所得額が4,721,000円※以下である。　※扶養親族等の数に応じて増額

請 求 手 続 き
◆新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　お受け取りの対象になる方には、毎年９月ごろ、日本年金機構より、請求可能な旨のお知らせが届
きます。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入して提出してください。

◆世帯構成の変更や税額の更正などにより、支給要件に該当するようになった方
　ご自身で請求の手続きが必要となります。お近くの年金事務所等へご相談ください。

◆年金を受給しはじめる方
　年金の請求手続きと併せて請求手続きをしてください。

※日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
　日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞
きしたり、手数料などの金銭を求めたりすることはありません。

年金生活者支援給付金のご請求でお困りになった際は、お電話ください。
『給付金専用ダイヤル』　☎0570－05－4092（ナビダイヤル）
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あ
な
た
の
街
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

�

弁
護
士
無
料
相
談
会

　
岡
山
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護
士
事
務
所

の
な
い
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日　
　
時　
３
月
１
日
㈬

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

●
場　
　
所

　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
２
階　
女
性
青
年
活
動
室

　
　
　
　
　
（
吉
備
中
央
町
豊
野
１

－

２
）

●
相
談
内
容　
法
律
問
題
全
般

●
相
談
時
間　
一
人
30
分
以
内

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
弁
護
士
会

�

　
☎
０
８
６

－

２
２
３

－

４
４
０
１

こ
ん
な
時
に
便
利・安
心
！

「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て

　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、
聴
覚
や
発

話
に
困
難
の
あ
る
耳
の
聞
こ
え
な
い
方
と

聞
こ
え
る
方
と
の
会
話
を
通
訳
オ
ペ
レ
ー

タ
が
手
話
・
文
字
と
音
声
を
通
訳
す
る
こ

と
に
よ
り
、
電
話
で
双
方
向
に
つ
な
ぐ

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
利
用
登
録
を
行
う
と
、
仕
事
の
相
手
先

と
の
連
絡
、
お
店
や
病
院
へ
の
連
絡
や
予

約
、
警
察
や
救
急
な
ど
の
緊
急
時
で
も
24

時
間
連
絡
し
た
い
時
間
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
料
金
プ
ラ
ン
は
２
通
り
あ
り
、
月
額
料

な
し
プ
ラ
ン
の
場
合
、
通
話
が
な
い
月
の

利
用
料
金
は
０
円
で
す
。
ま
た
、
緊
急
通

報
は
ど
ち
ら
の
プ
ラ
ン
で
も
無
料
で
す
。

　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
に

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
一
般
財
団

法
人
日
本
財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://nftrs.or.jp/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
障
害
福
祉
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
６
２

ホームページ
はこちら▶

　新型コロナウイルスなどの感染症に感染した方やその疑いのある方などがご家庭にいらっしゃる
場合、鼻水等が付着したマスクやティッシュ等については、以下の点にご注意いただき、「燃える
ごみ」としてお出しください。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、家庭ごみの排出についてご理解、ご協力をお願いし
ます。

①�ごみ袋の空気を抜いて、
しっかり縛って指定のご
み袋で出す。

②�マスク等のごみに直接触
れない。

③�ごみを捨てた後は石鹸を
使って流水で手をよく洗
う。

参考：�環境省「新しいコロナウイルスの病気を広げないための家のごみの捨て方（PDF）」

新型コロナウイルスなどの感染症対策のための

家庭でのごみの捨て方について

お問い合わせ先 　�環境省 
住民課　生活環境班　☎0866－54－1316

環境省のホームページはこちら▶
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INFORMATION

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
令
和
５
年
吉
備
中
央
町
二
十

歳
の
集
い
の
様
子
で
す
。
素
敵
な

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
を
身
に
ま

と
っ
た
二
十
歳
の
皆
さ
ま
は
、
旧

友
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
無
事
に
二
十
歳
の
集
い
を
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
、
新
成
人
の

皆
さ
ま
の
新
し
い
門
出
を
お
祝

い
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。
広
報
紙
用
の

撮
影
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
へ
そ
っ
ぴ
ー
宛
て
に
年
賀
状

を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
へ

そ
っ
ぴ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か

れ
た
素
敵
な
年
賀
状
が
た
く
さ

ん
届
き
、
へ
そ
っ
ぴ
ー
も
羽
を
パ

タ
パ
タ
さ
せ
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

▼
12
月
４
日
、
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
自
然
薯
ま
つ
り
を
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取

材
後
、
今
ま
で
食
べ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
自
然
薯
を
購
入
し
、
家
で

お
好
み
焼
き
に
し
て
食
べ
ま
し

た
。
外
は
カ
リ
カ
リ
で
、
中
は
ふ

わ
ふ
わ
。
刻
ん
だ
自
然
薯
も
入
れ

た
の
で
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
食
感

も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で

食
べ
た
お
好
み
焼
き
の
中
で
一

番
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

�

萱
野

陸
海
空
自
衛
官
を

�

募
集
し
ま
す

一
般
幹
部
候
補
生

◆
受
験
資
格

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
大
卒

　
（
見
込
み
を
含
む
）

◆
受
付
期
間　

　
第
１
回　
３
月
１
日
㈬
～
４
月
14
日
㈮

　
第
２
回　
３
月
１
日
㈬
～
６
月
15
日
㈭

一
般
曹
候
補
生

◆
受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

◆
受
付
期
間

　
３
月
１
日
㈬
～
５
月
９
日
㈫

自
衛
官
候
補
生

◆
受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

◆
受
付
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

◆
受
験
資
格

　
一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
技
能　

�

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
者
（
年
齢
上
限
等
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
受
付
期
間　
４
月
６
日
㈭
ま
で

※�

い
ず
れ
も
試
験
日
は
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
高
梁
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
４

岡山県最低賃金
地域別最低賃金 効力発生日

時間額 892円 令和４年10月１日

特定最低賃金 時間額 効力発生日
耐火物製造業 954円 令和４年12月30日
鉄鋼業 1,010円 令和４年12月４日
空気圧縮機・ガス圧縮機・送風機、家庭用エレベータ、冷凍機・温室調整装置、玉軸
受・ころ軸受、農業用機械、縫製機械、生活関連産業用機械、基礎素材産業用機械、
半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置、真空装置・真空機器、他に分類され
ない生産用機械・同部分品、事務用機械器具、サービス用・娯楽用機械器具製造業

972円 令和４年12月29日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 932円 令和４年12月30日
自動車・同附属品製造業 956円 令和４年12月10日
船舶製造・修理業、舶用機械製造業 1,003円 令和４年12月28日
各種商品小売業 910円 令和４年12月11日

※「地域別最低賃金」は、岡山県内で働くすべての労働者に適用されます。
※�表に掲げる産業の事業場は、それぞれ該当する「特定最低賃金」が適用されますが、次に掲げる者については、「地域別
最低賃金」が適用されます。

　①18歳未満または65歳以上の者
　②雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
　　�なお、「鉄鋼業」「自動車・同附属品製造業」「船舶製造・修理業、舶用機関製造業」については、雇入れ後３月未満の

者であって、技能習得中のもの
　③清掃または片付けの業務に主として従事する者
※次の賃金は、最低賃金に算入されません。
　①精皆勤手当・通勤手当・家族手当　　②時間外手当・休日手当・深夜手当
　③臨時に支払われる賃金　　　　　　　④１月を超える期間ごとに支払われる賃金

お問い合わせ先 　岡山労働局　賃金室　☎086－225－2014
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HHaappppyy
BBiirrtthhddaayy!!

みなさんからお便り・イラスト・
写真をお待ちしています。

おめでとうおめでとう
満満１１歳歳

みん
なのページ

ライアンくん、お誕生日お
めでとう。無事に１歳を迎
え、これからの成長が楽し
みです。
明るい男の子になってね！

● 令和４年３月１日生まれ Ｔち

ゃ

ん

Ｒ
Ａ
Ｎ 

Ｒら

い

あ

ん

Ｙ
Ａ
Ｎ 

ち
ゃ
ん
（
高
谷
）

これからもたくさん笑っ
て、元気に育ってね！

● 令和４年３月10日生まれ 高た
か
は
し橋 

華は
な 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

抱きしめるたび、愛しさで
胸がいっぱいになるよ。
うまれてきてくれてありが
とう。お姉ちゃんと共にす
こやかであれ！

● 令和４年３月12日生まれ 小こ
だ
ま玉 

百も
も
か華

ロ
ビ
ン
ソ
ン 

ち
ゃ
ん
（
和
田
）

初めての誕生日、おめでと
う。
羽琉ちゃんが家族の一員と
なり幸せな日々。
ありがとう！
パパ＆ママより

● 令和４年３月25日生まれ 西に
し
む
ら村 

羽は

る琉 

ち
ゃ
ん
（
細
田
）

　12月11日、吉備高原小学校グラウンドで、吉備中央FC主催の第２回吉備中央FCカップが
開催されました。このサッカー大会では、町内の各小学校および有漢東小学校が参加し、低
学年・高学年に分かれての総当たり戦をしました。
　コロナ禍での開催ということで心配の声もありましたが、その心配を吹き飛ばすような子
どもたちの意気込みは、すさまじいものでした。保護者や先生方の応援も、子どもたちの心
に響いたのではないでしょうか。

第２回 吉備中央FCカップが開催されました
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〔沼
ぬもと

本　龍
りゅう

 委員〕
　神護寺は、寺院ですが鳥

とりい

居があります。
　明治初期に本地堂が移転されると同時に、鳥居（文

ぶんせい

政11年建立）、鐘
しょうろう

楼（および梵
ぼんしょう

鐘）、石
いしどうろう

灯籠（文化15年建立）、
宝
ほうきょういんとう

篋印塔（安
あんえい

永４年建立）も吉川八幡宮から神護寺へ移転され、本地堂の周囲に配置されました。なお、本地堂の正面
に隣接する前

まえんどう

縁堂は、明治以降に建てられたものです。
　現在、本地堂とその関連施設は、吉川地区住民が組織する「吉川本地堂等文化財保存会」によって、維持・管理され
ています。

　本
ほんじどう

地堂は、吉川の神
じ ん ご じ

護寺境内にあり、弥
み だ

陀・観
かんのん

音・勢
せい し

至の三尊と地
じぞ う

蔵・弥
みろ く

勒の両菩
ぼさ つ

薩を祀
まつ

っています。建物は江戸
初期の承

じょうおう

応３年（1654）の創建とされ、四方寄せ棟造りの木
きばな

鼻・斗
ときょう

栱には室町後期の手法が見られます。
　江戸時代以前、この本地堂は、神と仏が一体であるとする「神

しんぶつしゅうごう

仏習合」の教えのもと、もともとは吉川八幡宮の境
内に建っていました。神護寺は、八幡宮の別

べっとうじ

当寺（神社を管理するために置かれた寺）であり、神護寺の僧侶が八幡
宮での祭

さい し

祀も営んでいました。ところが、明治初期における政府の神
しんぶつぶんり

仏分離政策の影響によって、本地堂は神護寺境
内へと移転され現在に至ります。

吉備中央町文化財保護委員からのワンポイントアドバイス

神護寺境内
（右奥の建物が本地堂、左端が鐘楼）

解説

吉備中央町文化財探訪記⑲
～町内にある文化財を探訪してみよう～

【吉川地内】

●【吉川郵便局】

●【吉川小学校】★

【吉川公民館】●

307

●【吉川八幡宮】

【【本本
ほんじどうほんじどう

地堂地堂】】
町指定重要文化財（建造物）

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191
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international

　12月11日、ロマン高原かよう総合会館で「吉備高原音楽祭2022みんなの第九音楽会Vol.2」が２部構成で開催さ
れ、多くの方が来場されました。
　第１部では、日本傅少林寺流滴水曾舘空手道の皆さんが第九の旋律を中心としたさまざまな音楽に合わせて、力強
い演武を披露されました。第２部では、町内在住の方を中心とした幅広い年代のオーケストラと合唱団で構成された
音楽団による壮大な生演奏と合唱が行われました。既存のオーケストラでは珍しいウクレレや三味線、和太鼓など、
さまざまな音色とともに美しい歌声が響き渡っていました。

　12月４日、吉備高原都市センター区さんさん広場で、第22回自然薯まつりが開催されました。当日のあいさつで
は、代表の小

こばやし
林豊

ゆたか
さん（上田西）が「町の自然薯は粘りが強いです。今後は、飲食店等で販売できるよう、生の自然

薯のみならず、加工品の商品開発も考えています。また、自然薯の生産者が増えてほしいです」と述べられました。
　３年ぶりの開催ということもあり、多くの方が来場し、吉備高原自然薯研究会の生産者が丹精込めて作った自然薯
や自然薯を使ったとろろうどん、とろろめし、自然薯入りのお好み焼きやクレープなどを買い求めていました。
　また、きびプラザの第一会議室ホールでは、吉備総合音楽教室主催による「大人だけの素敵な音楽の集い」が開催
され、大正琴やオカリナ、ミュージックベルでの演奏も披露されました。

第22回自然薯まつり
（主催：吉備高原自然薯研究会じねんじょ祭り実行委員会）
＆大人だけの素敵な音楽の集い（主催：吉備総合音楽教室）

PHOTO
TOPICS

吉備高原音楽祭2022みんなの第九音楽会開催
（主催：みんなの第九プロジェクト）
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１
月
15
日
、ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、

令
和
５
年
吉
備
中
央
町
消
防
団
出
初
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
、
約
２
５
０
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
受
章
者
代
表
に
よ
る
表

彰
状
の
授
与
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
の
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

�

（
令
和
５
年
３
月
受
章
予
定
）

【
功
績
章
】

本　
　
部　
施
設
部
長�

坂
口　
安
司

【
精
績
章
】

円
城
分
団　
　
分
団
長�

小
林　
久
記

【
勤
続
章
】

本　
　
部　
　
副
団
長�

片
山　
友
孝

御
北
分
団　
副
分
団
長�

石
伊　
利
光

御
北
分
団　
　
団　
員�

大
樫　
隆
志

円
城
分
団　
分
団
本
部
長�

淺
田　
康
正

円
城
分
団　
教
育
主
任�

楢
嵜　
秀
徳

円
城
分
団　
　
副
部
長�

小
林　
隆
広

上
竹
荘
分
団　
　
部　
長�

石
井　
哲
也

２
．
岡
山
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

吉
川
分
団　
　
分
団
長�

田
中　
　
朗

大
和
分
団　
　
分
団
長�

小
林　
敏
治

【
優
良
消
防
団
員
章
】

下
竹
荘
分
団　
　
部　
長�

武
村　
雄
治

豊
野
分
団　
　
部　
長�

藤
森　
健
市

御
北
分
団　
　
部　
長�

山　
雄
基

吉
川
分
団　
　
部　
長�

難
波　
正
義

大
和
分
団　
　
部　
長�

難
波　
康
倫

３
．
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

本　
　
部　
　
分
団
長�

伊
賀　
基
晴

上
竹
荘
分
団　
副
分
団
長�

松
藤　
浩
次

【
表
彰
章
】

御
北
分
団　
副
分
団
長�

香
山　
弘
幸

円
城
分
団　
副
分
団
長�

中
山　
嘉
之

上
竹
荘
分
団　
　
部　
長�

菅
野　
洋
志

豊
野
分
団　
　
部　
長�

渡
邉　
一
正

下
竹
荘
分
団　
　
部　
長�

仁
澤　
未
春

大
和
分
団　
　
部　
長�

繁
田　
　
明

【
青
年
章
】

円
城
分
団　
　
団　
員�
溝
口　
佳
宏

【
精
勤
章
】

御
北
分
団　
　
団　
員�

石
井　
洋
士

御
北
分
団　
　
団　
員�

浮
森　
智
弘

御
北
分
団　
　
団　
員�

香
山　
昌
士

御
北
分
団　
　
班　
長�

岸
本　
秀
樹

円
城
分
団　
副
分
団
長�

中
山　
嘉
之

円
城
分
団　
　
班　
長�

草
地　
雅
人

円
城
分
団　
　
団　
員�

杭
田　
農
史

円
城
分
団　
　
団　
員�

易　
慎
太
郎

円
城
分
団　
　
部　
長�

片
山　
健
一

円
城
分
団　
　
団　
員�

瀬
本　
孝
行

豊
野
分
団　
　
班　
長�

平
上　
　
博

４
．
備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

円
城
分
団　
　
団　
員�

石
坂　
幸
徳

下
竹
荘
分
団　
　
部　
長�

武
村　
雄
治

吉
川
分
団　
　
部　
長�

飯
田　
星
治

大
和
分
団　
　
部　
長�

山　
孝
文

５
．
吉
備
中
央
町
長
表
彰

本　
　
部　
　
団　
員�

平
松　
愛
実

御
北
分
団　
　
団　
員�

片
山　
佳
司

上
竹
荘
分
団　
　
団　
員�

大
谷　
悠
介

豊
野
分
団　
　
団　
員�

金
島　
一
成

下
竹
荘
分
団　
　
団　
員�

伊
　
祥
典

吉
川
分
団　
　
団　
員�

重
森　
勇
生

大
和
分
団　
　
団　
員�

山　
庸
一

大
和
分
団　
　
班　
長�

大
森　
峰
宏

６
．
吉
備
中
央
町
消
防
団
長
表
彰

【
功
労
章
】

本　
　
部　
　
隊　
長�

井
上　
智
得

御
北
分
団　
　
副
部
長�

岸
本　
秀
樹

円
城
分
団　
副
分
団
長�

中
山　
嘉
之

上
竹
荘
分
団　
　
副
部
長�

歳
原　
文
昭 

豊
野
分
団　
　
団　
員�

信
川　
直
人

下
竹
荘
分
団　
教
育
主
任�

武
村　
雄
治

吉
川
分
団　
　
団　
員�

難
波　
亮
太

大
和
分
団　
　
副
部
長�

繁
田　
靖
彦

大
和
分
団　
　
団　
員�

吉
井　
久
郎

【
表
彰
章
】

本　
　
部　
　
副
隊
長�

荒
木
喜
代
子

御
北
分
団　
　
団　
員�

灰
原　
拓
矢

円
城
分
団　
　
団　
員�

菅
野　
光
起

上
竹
荘
分
団　
　
班　
長�

込
山　
和
宣

豊
野
分
団　
　
団　
員�

田
中　
友
貴

下
竹
荘
分
団　
　
団　
員�

武
内　
慎
二

吉
川
分
団　
　
団　
員�

重
森　
章
宏

大
和
分
団　
　
団　
員�

井
上　
光
雄

大
和
分
団　
　
団　
員�

伊
　
隆
文

【
精
勤
章
】

御
北
分
団　
　
班　
長�

藤
田　
和
也

御
北
分
団　
　
団　
員�

髙
岡　
拓
也

円
城
分
団　
　
団　
員�

池
本　
晃
一

豊
野
分
団　
　
団　
員�

小
室　
　
純

下
竹
荘
分
団　
　
班　
長�

山
本　
昌
幸

大
和
分
団　
　
班　
長�

大
森　
峰
宏

大
和
分
団　
　
班　
長�

神
原　
孝
行

【
特
別
表
彰
】

令
和
４
年
第
68
回
岡
山
県
消
防
操
法
大
会
出
場

上
竹
荘
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
チ
ー
ム

【
感
謝
状
】

�

藤
川　
隆
宏　
様

令
和
５
年 

吉
備
中
央
町
消
防
団
出
初
式
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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

人　口　10,493人（－14）
世　帯　 5,193戸（－ 3）

男　5,075人（－10）
女　5,418人（－ 4）

１月の自然増減　－21
１月の社会増減　 7

※令和５年２月１日現在（　）は前月との増減 ※自然増減：出生者数と死亡者数の差　※社会増減：転入者数と転出者数の差

香典返し（金一封）　�小川　淳士（上竹）　杉森　茂充（福沢）　山岡　節夫（尾原）楢﨑　優（上田西） 
伊 　正史（黒土）　難波　正樹（宮地）　佐藤　守（岡山市北区大窪）

香典返し（１万円）　土井　秀己（和田）
篤志寄附（５千円）　竹荘中学校昭和53年卒業生一同
　　　この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）

22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町
こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

　吉備ケーブルテレビで視察研修を行いました。撮影・編集室の見学では、吉備中
央町ニュース作成の過程を教えていただき、さまざまな驚きと同時に、地域の情報
を伝えてくださる大切さを感じました。また、アナウンサー体験もさせていただき、
一生の思い出になりました。
　今後も愛育委員による健康づくりPR活動として、吉備ケーブルテレビさんと協力
して健康づくり動画を放映しますので、ぜひご覧になっていただけたらと思います。

愛愛育委員会育委員会活活動報告動報告

栄養委員さんからの One Point アドバイス

材　　料 作　り　方
大根 	  1/4本（250g）
ベーコン 	  2枚
塩 	  ひとつまみ
ごま油 	  大さじ1/2
　　水 	  大さじ4
　　薄力粉 	  大さじ3
Ａ　片栗粉 	  大さじ3
　　鶏ガラスープの素 	  小さじ1
　　塩、こしょう 	  少々
ポン酢、マヨネーズはお好みで

１．�大根を細切りにし、塩で揉んで５分程置き、水気を切る。
２．ベーコンは短冊切りにする。
３．ボールに１、２、Ａを入れ、粉っぽさが無くなるまでよく混ぜ合わせる。
４．�フライパンにごま油を引いて中火で熱し、３の生地を流し入れ、厚さが均

等になるように平らにならす。３分程焼いたら裏返し、もう片面も３分程
焼いて取り出す。

５．食べやすい大きさに切り、お好みでポン酢やマヨネーズを添える。
（１人当たり）
　エネルギー：250kcal　たんぱく質：4.4g　カルシウム：38mg
　食塩：1.6g

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を
生活習慣病予防のために食べよう！

津賀栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『大根』 大根の中華風もちもち焼き（2人分）

長田支部長田支部

大根の栄養
＜大根の根＞淡色野菜
　ビタミンC、消化酵素（ジアスターゼ）が豊富なので、これからの季節にピッ
タリ！特に風邪予防や胃が疲れた時におすすめです。
＜大根の葉＞緑黄色野菜
　カロテンやビタミンC、カルシウム、食物繊維が豊富です。油との相性も抜群です。

＊大根は、塩もみをすることで、生地とよくなじみます♪
　ごま油→サラダ油でもOK
　薄力粉、片栗粉→合計が大さじ６になればどちらかだけにしてもOK
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